
【追加指定 薬師寺東塔の概要】 

 

1. 名称･員数  薬師寺
や く し じ

東塔
とうとう

 附
つけたり

・古材
こ ざ い

 １，５４０点 

 

2. 所在地   奈良市西ノ京町 

 

3. 所有者   宗教法人 薬師寺 

 

4. 説明  薬師寺東塔は、記録から天平２年（730）の造営と考えられています。奈

良時代前期の様式を示す遺構であり、国宝に指定されています。東塔は平

成２１年から令和３年にかけて保存修理を実施しましたが、修理に際して

再用できなかった部材が生じました。水煙
すいえん

や、組物
くみもの

、瓦等、奈良時代の建

立当初に遡る部材を含むこれらの古材は、材種及び表面に残る痕跡により、

年代及び転用や転入経緯を推定できます。古代塔婆
と う ば

の建立後の経過を伝え

る建築部材群として、建物と一体となって価値を為す重要なものです。東

塔の附として追加指定し、保存が図られます。 

 

 

       

 

 

 

薬師寺東塔全景、西より 水煙 支輪板
しりんいた

 



【追加指定 唐招提寺の概要】 

 

1. 名称･員数  唐招提寺
とうしょうだいじ

金堂
こんどう

 附
つけたり

・古材
こ ざ い

 １１点 

         唐招提寺講堂
こうどう

 附・古材 ５３点 

唐招提寺鼓楼
こ ろ う

 附・古材 ２１点 

唐招提寺宝蔵
ほうぞう

 附・古材 ４点 

唐招提寺経蔵
きょうぞう

 附・古材 ９点 

 

2. 所在地   奈良市五条町 

 

3. 所有者   宗教法人 唐招提寺 

 

4. 説明  鑑真開基による唐招提寺の金堂は、８世紀末までに建立された、唐の影

響を受けた奈良時代後期の様式を示す遺構です。講堂、宝蔵、経蔵は奈良

時代、鼓楼は鎌倉時代の建築で、いずれも国宝に指定されています。金堂

は明治３１年他、講堂は明治４０年他、鼓楼は明治４３年他、宝蔵は昭和

３３年他、経蔵は昭和２７年他に保存修理を実施しており、当時の修理で

再用できなかった部材が保管されています。古材のうち、金堂４点、講堂

４７点、鼓楼２１点、経蔵８点は貴重な当初材です。これらの建立当初に

遡る部材を含む古材は、古代建築の建立後の経過を伝える建築部材として、

建物と一体となって価値を為す重要なものです。各建物の附として追加指

定し、保存が図られます。 

  

唐招提寺金堂全景、南より(宗教法人唐招提寺提供) 唐招提寺金堂木鼻(宗教法人唐招提寺提供) 



【新規指定 十二社神社本殿の概要】 

 

1. 名称･員数  十二社
じゅうにしゃ

神社本
じんじゃほん

殿
でん

 １棟 

 

2. 所在地   大和高田市
や ま と た か だ し

大字
おおあざ

藤森
ふじのもり

 

 

3. 所有者   宗教法人 十二社神社 

 

4. 説明  十二社神社本殿は、奈良県大和高田市の東北部、近世以前は多武
と う の

峯
みね

の社

領であった藤森地区に位置します。地区の旧村社で、創立や由緒は詳らか

ではありません。本殿の建立年代を示す資料は確認されていませんが、細

部意匠や部材の加工痕跡等から室町時代中期の建立と推定できます。建立

後、正面妻飾や柱間装置、縁廻り等が改変されていますが、軸部、組物及

び軒廻りは当初形式をよく残しています。一間
いっけん

社隅木入
しゃすみぎいり

春日造
かすがづくり

で、規模や

庇 柱
ひさしばしら

を手挟
たばさみ

で納める点など、奈良県南部に分布する同型式の中世の神社

本殿との類似性が認められます。台輪を突出させて木鼻を造り、三斗組の

手先を隅行にも延ばす等、独自の形式を有している点も特徴的です。奈良

県内における中世建立に遡る神社本殿として、歴史的に重要となります。 

 

 

正側面全景、東北より 



【新規指定 吉野神宮の概要】 

 

1. 名称･員数  吉野
よ し の

神宮
じんぐう

 ２６棟、３基 

          本
ほん

殿
でん

 １棟【昭和２年】（棟札） 附 棟札１枚 

祝詞舎
のりとしゃ

 １棟【昭和２年】（記録） 

          楽舎
がくしゃ

 ２棟【昭和２年】(記録) 

          裏門
うらもん

及び透
すき

塀
べい

 １棟【昭和２年】(記録) 

          神庫
し ん こ

 １棟【明治２５年】（記録） 

          拝殿
はいでん

 １棟【昭和３年】（記録） 

          廻廊
かいろう

 ２棟【昭和３年】（記録） 

          内玉垣
うちたまがき

 １棟【昭和３年】（記録） 

          神門
しんもん

 １棟【昭和４年】（記録） 

          神
しん

符
ぷ

授与所
じゅよしょ

 １棟【昭和４年】（記録） 

          宿衛舎
しゅくえいしゃ

 １棟【昭和４年】（記録） 

          摂社
せっしゃ

御影
み か げ

神社本
じんじゃほん

殿
でん

 １棟【昭和３年】（記録） 

          摂社
せっしゃ

船岡
ふなおか

神社本
じんじゃほん

殿
でん

 １棟【昭和３年】（記録） 

          摂社
せっしゃ

瀧
りゅう

櫻
おう

神社本
じんじゃほん

殿
でん

 １棟【昭和３年】（記録） 

          摂社
せっしゃ

拝殿
はいでん

 １棟【昭和３年】（記録） 

          東門
ひがしもん

 １棟【昭和４年】（記録） 

          外
そと

玉垣
たまがき

 １棟【昭和４年】（記録） 

          表
おもて

手水舎
て み ず や

 １棟【昭和６年】（記録） 

          裏手
う ら て

水舎
み ず や

 １棟【明治２５年】（記録） 

          修祓所
しゅばつしょ

 １棟【昭和６年頃】（推定） 

          神饌所
しんせんしょ

 １棟【昭和６年頃】（記録） 

          井戸
い ど

屋形
や か た

 １棟【明治２５年】（記録） 

          制札
せいさつ

屋形
や か た

 １棟【昭和６年】（記録） 

          大鳥居
おおとりい

 １棟【明治２５年】（記録） 附 石
いし

玉垣
たまがき

 

          裏
うら

鳥居
と り い

 １棟【明治２５年】（記録） 

          参集
さんしゅう

殿
でん

 １棟【明治３２年】（棟札） 

 

2. 所在地   吉野郡吉野町大字
おおあざ

吉野山
よしのやま

 

 

3. 所有者   宗教法人 吉野神宮 

 

4. 説明  吉野神宮は、吉野山の北部に位置し、同地に吉野朝廷を構えた後醍醐天

皇を祀る神社として明治中期に創建されました。大正末から昭和初年にか

けて整備された境内は三つに区画され、本殿に向かって地盤面を高める配

置は巧みで、建物を接続してできた複雑な屋根構成は豊かな社頭
しゃとう

景観
けいかん

をつ

くります。各社殿は、伝統的な形式を踏襲した抑制された意匠を持つ一方

で、拝殿や表手水舎等の特異な構造形式や、各社殿にみられる独特の形態



を持つ蟇股、懸魚などの細部意匠には、近代的な創意が認められ、意匠的

に優秀です。内務省神社局の直営に係る、近代日本に相応しい神社建築を

追求した角南
す な み

隆
たかし

が設計した、最初期の神社として歴史的にも重要となりま

す。 

 

 

吉野神宮全景、東北より(宗教法人吉野神宮提供) 

 

 

 

 

 

 


